
第 128 回 日本輸血・細胞治療学会 

東北支部例会 

日 時 令和８年３月７日（土） 10:00～15:00 
（令和 7 年度赤十字血液シンポジウム東北 14:00～17:20） 

会 場 TKP ガーデンシティ仙台 AER21 階 
（仙台市青葉区中央１-３-１ 電話 022-204-1036） 

開催方法 現地開催 

参 加 費 無料 

例 会 長 伊藤 正一（日本赤十字社東北ブロック血液センター 品質副部長） 

主 催 日本輸血・細胞治療学会 東北支部 

事前参加登録サイト 締切 2 月 28 日 →  

 

プログラム概要 

時間 内容 会場 

09:30～ 受付開始 ホール 21D 

10:00～11:00 検査技師推進委員会セミナー ホール 21A 

10:00～11:00 看護師推進委員会セミナー ホール 21B 

10:00～11:00 薬剤師推進委員会セミナー ホール 21C 

10:00～12:30 I&A 推進会議 カンファレンスルーム 21E 

11:10～12:00 一般演題 01～05 ホール 21B 

11:10～12:00 一般演題 06～10 ホール 21C 

12:00～13:30 休憩（昼食会場） （ホール 21D） 

13:30～14:00 総会 ホール 21A・B 

14:00～15:00 特別講演（共催企画） ホール 21A・B 

15:00～17:20 
（令和 7 年度 

赤十字血液シンポジウム東北） 

ホール 21A・B 

 

  



◆ 日 程 表 
 ホール 21A ホール 21B ホール 21C ホール 21D 

カンファレンス 
ルーム 21E 

9:30     

9:30～ 

受付 

 

10:00 10:00～11:00 

検査技師推進委員会 

テーマ 

「輸血医療に望まれる検査室

の技師になるために」 

10:00～11:00 

看護師推進委員会 

テーマ 

「血液型検査の確定に、異

なるタイミングでの 2 回採

血がなぜ必要か」 

10:00～11:00 

薬剤師推進委員会 

講演演題 

「輸血チーム医療にお

ける薬剤師の役割」 

10:00～12:30 

I&A 推進会議 

I&A 視察員養成講習会 

 

 

 

 

 

11:00  11:10～12:00 

一般演題 01～05 

座長：皆川敬治 

（福島県立医科大学） 

11:10～12:00 

一般演題 06～10 

座長：黒田優 

（山形県赤十字血液セ

ンター） 

11:00～ 

14:00 

・休憩会場 

・昼食会場 

 

※飲食物のお持

ち込みはご遠慮

ください。 

 

 

 

 

 

 

12:00    

  休憩 12:00～13:30  

    

     

     

 ※ホール 21A、21B の会場設営及び WEB 配信準備のため 

ご移動をお願いすることがあります。 

 

13:00  

     

     

 13:30～14:00 

総会 

  

   

   

14:00 14:00～15:00 

特別講演（共催企画） 

「RhD 陰性と関連する血液型への輸血 

：蓄積するエビデンス」 

福島県立医科大学 副学長 大戸 斉 

   

    

    

    

    

    

15:00 令和 7 年度赤十字血液シンポジウム東北 

15:00～15:40 講演１ 

「まれ血の安定供給と国際協力」  

日本赤十字社血液事業本部 中央血液研究所 

所長 谷 慶彦 

15:40～15:55 休憩 

15:55～16:35 講演 2 

「血小板輸血不応と PC-HLA」  

日本赤十字社血液事業本部 中央血液研究所 

研究開発部参事 髙橋 大輔 

16:35～17:15 講演３ 

「血小板製剤への細菌スクリーニング導入後の 

現状について」  

日本赤十字社血液事業本部 技術部 

安全管理課長 日野 郁生 

17:15～ 閉会挨拶 

   

    

    

    

    

    

16:00    

    

    

    

    

    

17:00    

    

    

 会場図 21 階    

 

  

21D 

受付 
21C 21B 21A 

21E 



 

◆ 検査技師推進委員会セミナー 10:00～11:00 ホール 21A 

テーマ「輸血医療に望まれる検査室の技師になるために」 

座長 仙台市立病院臨床検査科 千葉 勇希 
   福島県立医科大学会津医療センター附属病院臨床検査部 渡部 文彦 

1. 検査技師推進委員会ミニコーナー 

『20 代技師が目指す輸血担当技師～認定取得に向けて～』 

演者：岩手医科大学附属病院中央臨床検査部輸血検査室 佐々木 哲也 

2．講演 

『臨床に求められる輸血担当技師と検査技師の今後の展望について』 

演者：太田綜合病院附属太田西ノ内病院臨床検査部検体検査科 渡辺 隆幸 

 

◆ 看護師推進委員会セミナー 10:00～11:00 ホール 21B 

テーマ「血液型検査の確定に、異なるタイミングでの 2 回採血がなぜ必要か」 

座長 みやぎ県南中核病院 看護部 奥山 亜希子 

口演①「血液型の２回検査はなぜ必要か～実際の症例から」 

演者：東北大学病院輸血・細胞治療部 阿部 真知子 

口演②「当院での輸血ラウンドのまとめと２回採血についての聞き取り結果」 

演者：東北大学病院看護部 田口 道子 

グループディスカッション等 

 

◆ 薬剤師推進委員会セミナー 10:00～11:00 ホール 21C 

座長 日本赤十字社東北ブロック血液センター 事業部 需給管理課長 小砂子 智 

「輸血チーム医療における薬剤師の役割」 

弘前大学大学院医学研究科 輸血・再生医学講座 教授 玉井 佳子 

 

◆ I&A 推進会議 10:00～12:30 カンファレンスルーム 21E 

I&A 視察員養成講習会 

「輸血機能評価のあゆみ」 

I&A 企画委員会委員長/医療法人社団誠心会浜北さくら台病院 飛田 規 

  



 

◆ 一般演題 

 
一般演題 01～05 11:10～12:00 ホール 21B 

座長：皆川敬治（福島県立医科大学） 
 

01 ‐80℃で凍結保存された CD34 陽性細胞の生細胞率についての検討 
１）青森県立中央病院 血液内科 

２）青森県立中央病院 輸血・細胞治療部 

○海老名徹 1）、立田卓登 1）、冨士井孝彦 1）、赤木智昭 2）、久保恒明 1） 

 
02 骨髄移植における輸注 CD34 陽性細胞数と造血回復の検討 ―著低値症例の経験を含めて― 

1）宮城県立がんセンター 血液内科   

2）同 臨床検査科   

3）同 臨床検査技術部 

○鎌田真弓 1）、原﨑頼子 1）、斎藤陽 1）、遠藤望 3）、佐藤正康 3）、中村知子 3）、遠宮靖雄 2）、 

 佐々木治 1） 

 

03 持続型 G‐CSF 製剤（ペグフィルグラスチム）を使用した自家末梢血幹細胞採取について 
－CD34+細胞数推移と採取日、プレリキサホル投与の有無、採取成績の比較－ 
1）山形大学医学部附属病院 輸血・細胞治療部 

2）山形大学医学部附属病院 血液・細胞治療内科 

○奈良崎正俊 1）、柴田早紀 1）、伊藤巧 1）2）、相澤桂子 2）、鈴木琢磨 2）、佐藤諒 2）、髙橋諒 2）、 

 石澤悠樹 2）、長野裕祐 2）、東梅友美 2）、横山寿行 1）2）、三井哲夫 1） 

 

04 東北地区で検出されたボンベイ及びパラボンベイの血清学的性状及び遺伝子背景 
1）日本赤十字社東北ブロック血液センター 

2）日本赤十字社中央血液研究所 研究開発部 

○加賀屋美佳 1)、伊藤正一 1)、荻山佳子 1)、伊佐和美 2)、宮崎孔 2)、川島航 1)、柴崎至 1) 

 

05 抗 I と抗 HI による寒冷凝集素を認めた 1 症例 
秋田大学医学部附属病院 輸血細胞治療・移植再生医療センター 

〇阿部柊、田仲宏充、佐々木綾子、熊谷美香子、能登谷武、佐藤郁恵、奈良美保、高橋直人 

 

 

一般演題 06～10 11:10～12:00 ホール 21C 
座長：黒田優（山形県赤十字血液センター） 

 
06 輸血に関連するインシデントの現状と課題 

１）岩手県立胆沢病院 医療安全管理室 
２）同 看護科 
３）同 臨床検査技術科 
４）同 血液内科 
◯久保光輝１）、佐々木奈保 2）、三浦清水香 2）、高橋千佳 3)、佐藤佳奈 3)、吉田こず恵 4) 

 

07 当院における MTP 運用への取り組み 
１）一般財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 臨床検査部 輸血管理室 

２）一般財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 救命救急センター 

３）一般財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 産婦人科 

○成田正也１）、星雅子１）、佐久間渚月１）、正木玲奈１）、星朱音１）、白谷颯生１）、石井佳代子１）、 

 橋本はるみ１）、渡辺隆幸１）、松本亮 2)、野村泰久１）3) 

 

  



08 大量輸血の現状ー地方中核病院の経験から 
１）いわき市医療センター 外科 

２) 同 中央検査部輸血室 

３) 同 整形外科（輸血療法委員会） 

４) 福島県赤十字血液センターいわき出張所 

〇九里孝雄 1）4）、吉田寛 1）、鈴木久仁子 2）、藤田沙耶花 2）、高木悠輔 2）、安永亨 3） 
 

09 在宅輸血開始に向けた血液センターMR の取り組み 

福島県赤十字血液センター 

○長谷川修，山口美保，鹿又えみり，渡邉範彦，堀川次男，齋藤拓朗 

 

10 輸血用血液製剤保管管理に対する輸血・細胞治療部の取り組み 
山形大学医学部附属病院 輸血・細胞治療部 

〇柴田早紀、奈良崎正俊、浅野由美、會田庸子、折原藍未、日向亜優、旭岡翔太、大塚那奈、 

 石山裕子、伊藤巧、横山寿行、三井哲夫 
 

 

  



 

◆ 特別講演（赤十字血液シンポジウム東北との共催企画）14:00～15:00 ホール 21A・B 

座長：伊藤 正一（日本赤十字社東北ブロック血液センター 品質副部長） 

「RhD 陰性と関連する血液型への輸血：蓄積するエビデンス」 

演者：大戸 斉（福島県立医科大学 副学長） 
 
 

◆ 令和 7 年度赤十字血液シンポジウム東北 15:00～17:20 ホール 21A・B 

講演１ 

座長：池田 和彦（福島県立医科大学医学部 輸血・移植免疫学講座 主任教授） 

「まれ血の安定供給と国際協力」 

演者：谷 慶彦（日本赤十字社血液事業本部 中央血液研究所 所長） 

 

講演２ 

座長：笹原 洋二（東北大学医学部小児科 小児病態学分野 准教授） 

「血小板輸血不応と PC‐HLA」 

演者：髙橋 大輔（日本赤十字社血液事業本部 中央血液研究所 研究開発部参事） 

 

講演３ 

座長：佐々木 大（日本赤十字社東北ブロック血液センター 製剤部長） 

「血小板製剤への細菌スクリーニング導入後の現状について」 

演者：日野 郁生（日本赤十字社血液事業本部 技術部 安全管理課長） 
 

  



◆ 会場案内 

 

【TKP ガーデンシティ仙台】  
宮城県 仙台市青葉区 中央 1-3-1 AER 21 階  

※AER1 階 丸善側の出入口は 10 時オープンです。 

 10 時前の入館は１階北側出入口または、2 階の出入口をご利用ください。 

※21 階へはオフィスフロア奥の高層階用エレベーターをご利用ください。 

※商業フロアのエレベーターは 21 階には行けません。 

【21 階フロア案内】 

 

【電車・新幹線でお越しの場合】  
JR 東北本線 仙台駅 西口 徒歩 2 分  
仙台市地下鉄南北線 仙台駅 北８出口 徒歩 2 分  

【お車でお越しの場合】  
提携駐車場はございません。近隣のコインパーキングをご利用ください。  

【AER 展望テラスのご案内】 
31 階（最上階）に展望テラス（無料）がございます。東西 2 か所あり、西側からは蔵
王をはじめとする奥州連山を背景にする仙台市街、東側には仙台平野と太平洋が見渡
せる雄大な眺望が楽しめます。 


